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咬合様式 正常咬合 過蓋咬合 鉗子咬合 反対咬合 後退咬合 開咬 屋根咬合 交叉咬合 叢生











中　切　歯 （11） 0   （0.0） 0   （0.0） 0（0.0） 119  （100）
側　切　歯（12） 1   （0.8） 0   （0.0） 1（0.8） 118（99.2）
犬　　　歯（13） 0   （0.0） 0   （0.0） 0（0.0） 119  （100）
第一小臼歯 （14） 1   （0.8） 10   （8.4） 0（0.0） 108（90.8）
第二小臼歯 （15） 1   （0.8） 0   （0.0） 0（0.0） 118（99.2）
第一大臼歯 （16） 0   （0.0） 0   （0.0） 2（1.7） 119  （100）
第二大臼歯 （17） 0   （0.0） 0   （0.0） 0（0.0） 119  （100）
第三大臼歯 （18） 101（84.9） 4   （3.4） 0（0.0） 14（11.8）
左
側
中　切　歯（21） 0   （0.0） 0   （0.0） 1（0.8） 119  （100）
側　切　歯（22） 0   （0.0） 0   （0.0） 1（0.8） 119  （100）
犬　　　歯（23） 0   （0.0） 0   （0.0） 0（0.0） 119  （100）
第一小臼歯 （24） 0   （0.0） 10   （8.4） 2（1.7） 109（91.6）
第二小臼歯 （25） 0   （0.0） 0   （0.0） 0（0.0） 119  （100）
第一大臼歯 （26） 0   （0.0） 0   （0.0） 2（1.7） 119  （100）
第二大臼歯 （27） 2   （1.7） 0   （0.0） 0（0.0） 117（98.3）





中　切　歯（41） 0   （0.0） 0   （0.0） 0（0.0） 119  （100）
側　切　歯（42） 2   （1.7） 0   （0.0） 0（0.0） 117（98.3）
犬　　　歯（43） 0   （0.0） 0   （0.0） 0（0.0） 119  （100）
第一小臼歯 （44） 0   （0.0） 8   （6.7） 0（0.0） 111（93.3）
第二小臼歯 （45） 0   （0.0） 0   （0.0） 1（0.8） 119  （100）
第一大臼歯 （46） 0   （0.0） 0   （0.0） 1（0.8） 119  （100）
第二大臼歯 （47） 0   （0.0） 0   （0.0） 1（0.8） 119  （100）
第三大臼歯 （48） 92（77.3） 13（10.9） 0（0.0） 14（11.8）
左
側
中　切　歯 （31） 0   （0.0） 0   （0.0） 0（0.0） 119  （100）
側　切　歯（32） 2   （1.7） 0   （0.0） 0（0.0） 117（98.3）
犬　　　歯（33） 0   （0.0） 0   （0.0） 0（0.0） 119  （100）
第一小臼歯 （34） 0   （0.0） 8   （6.7） 0（0.0） 111（93.3）
第二小臼歯 （35） 3   （2.5） 0   （0.0） 0（0.0） 116（97.5）
第一大臼歯 （36） 0   （0.0） 0   （0.0） 3（0.0） 119  （100）
第二大臼歯 （37） 0   （0.0） 0   （0.0） 0（0.0） 119  （100）





右 第二乳臼歯 （55） 0   （0.0） 0   （0.0） 0（0.0） 1   （0.8）
左 第二乳臼歯 （65） 0   （0.0） 0   （0.0） 0（0.0） 0   （0.0）
下
顎
右 第二乳臼歯 （85） 0   （0.0） 0   （0.0） 0（0.0） 0   （0.0）
左 第二乳臼歯 （75） 0   （0.0） 0   （0.0） 0（0.0） 1   （0.8）
歯　の　総　数 396　 71 15 3351
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図 1．歯列弓の全形 3 例．
A. 上・下顎とも V 字形．上顎は左右とも第三大臼歯が萌出し
ているが，下顎は萌出しておらず，上顎は16本，下顎は14本，
歯の総数は 30 本である．
B. 上・下顎とも U 字形．上・下顎とも第三大臼歯が萌出して
おらず，上顎 14 本，下顎 14 本，歯の総数は 28 本である．
C. 上・下顎とも放物線形．歯の矯正治療により上・下顎左右






















































































半楕円形 U 字形 放物線形 狭窄 V 字形 鞍形
上顎歯列 28（23.5） 63（52.9） 17（14.3） 0（0.0） 8（6.7） 3（2.5）
下顎歯列 14（11.8） 77（64.7） 17（14.3） 0（0.0） 6（5.0） 5（4.2）
最大値 最小値 平均値
歯列弓の実長
上顎 145.0 106.0 125.2
下顎 146.0 103.0 119.0
歯列弓の長さ
上顎 64.0 40.0 51.2
下顎 58.0 38.0 46.5
歯列弓の幅
上顎 70.0 51.0 61.4
下顎 70.0 51.0 59.4
歯列弓示数
上顎 148.0 96.0 120.4

































表 5．前歯の形態  例数（％）
切縁結節
［　 ］内は結節数






［4］1（0.8）    ［3］5（4.2）
［2］52（43.7）［1］4（3.4）
70（58.8） 40（33.6） 0 （0.0） 0（0.0） ─
側切歯（12）
［4］0（0.0）    ［3］1（0.8）
［2］22（18.5）［1］8（6.7） 
78（65.5） 34（28.6） 0（0.0） 0（0.0） ─




［4］1（0.8）    ［3］5（4.2） 
［2］53（44.5）［1］4（3.4） 
71（59.7） 36（30.3） 0（0.0） 0（0.0） ─
側切歯（22）
［4］0（0.0）    ［3］1（0.8）
［2］28（23.5）［1］9（7.6）
77（64.7） 30（25.2） 0（0.0） 0（0.0） ─






［4］0（0.0）    ［3］1（0.8）
［2］15（12.6）［1］0（0.0）




─ ─ ─ ─ ─




［4］0（0.0）    ［3］1（0.8）
［2］14（11.8）［1］0（0.0）




─ ─ ─ ─ ─



























































やや小型 樽状歯 栓状歯 円錐歯 犬歯化 先天欠如　
上
顎
右側 側切歯 （12） 42（35.3） 0（0.0） 1（0.8） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0）











































































第一小臼歯　（14） 77（64.7） ── 0（0.0） ── ──
第二小臼歯　（15） 0（0.0） ── 0（0.0） ── ──
第一大臼歯　（16） ── ── 0（0.0） 19（16.0） 0（0.0）
第二大臼歯　（17） ── ── 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0）
第三大臼歯　（18） ── ── 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0）
左
側
第一小臼歯　（24） 79（66.4） ── 0（0.0） ── ──
第二小臼歯　（25） 0（0.0） ── 0（0.0） ── ──
第一大臼歯　（26） ── ── 0（0.0） 20（16.8） 0（0.0）
第二大臼歯　（27） ── ── 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0）





第一小臼歯　（44） ── 0（0.0） 0（0.0） ── ──
第二小臼歯　（45） ── 66（55.5） 0（0.0） ── ──
第一大臼歯　（46） ── ── 0（0.0） ── ──
第二大臼歯　（47） ── ── 0（0.0） ── ──
第三大臼歯　（48） ── ── 0（0.0） ── ──
左
側
第一小臼歯　（34） ── 0（0.0） 0（0.0） ── ──
第二小臼歯　（35） ── 54（45.4） 0（0.0） ── ──
第一大臼歯　（36） ── ── 0（0.0） ── ──
第二大臼歯　（37） ── ── 0（0.0） ── ──












































































第二大臼歯（47） 0（0.0） 8   （6.7）




第二大臼歯（37） 0（0.0） 11   （9.2）









































































































































　 4 4 − 3 ＋ 3 2 不明
右
側
第一大臼歯 （16） 110（92.4） 7   （5.9） 1   （0.8） 0   （0.0） 0（0.0） 1   （0.8）
第二大臼歯（17） 16（13.4） 52（43.,7） 26（21.8） 23（19.3） 0（0.0） 2   （1.7）
第三大臼歯（18） 0   （0.0） 2（14.3） 1   （7.1） 1   （7.1） 0（0.0） 10（71.4）
左
側
第一大臼歯（26） 108（90.8） 7   （5.9） 2   （1.7） 0   （0.0） 0（0.0） 2   （1.7）
第二大臼歯（27） 13（11.1） 60（51.3） 20（17.1） 23（19.7） 0（0.0） 1   （0.85）
第三大臼歯（28） 0   （0.0） 1   （8.3） 1   （8.3） 1   （8.3） 0（0.0） 9（75.0）
表 10．下顎大臼歯の裂溝型と咬頭数　例数（％）
　 Ｙ 5 Ｙ 4 ＋ 5 ＋ 4 Ｘ 4 Ｘ 5 ＋ 1 不明
右
側
第一大臼歯（46） 106（89.1） 5（4.2） 5   （4.2） 3   （2.5） 0   （0.0） 0   （0.0） 0   （0.0）
第二大臼歯（47） 24（20.2） 1（0.8） 16（13.4） 77（64.7） 1   （0.8） 0   （0.0） 0   （0.0）
第三大臼歯（48） 0   （0.0） 0（0.0） 0   （0.0） 1   （7.1） 0   （0.0） 2（14.3） 11（78.6）
左
側
第一大臼歯（36） 106（89.1） 5（4.2） 5   （4.2） 3   （2.5） 0   （0.0） 1   （0.8） 6   （5.0）
第二大臼歯（37） 22（18.5） 1（0.8） 17（14.3） 77（64.7） 1   （0.8） 0   （0.0） 5   （4.2）













































































































A は上顎歯列の全形．B は上顎右側臼歯部の拡大．C は
上顎左側臼歯部の拡大．
表 11．上顎大臼歯の退化様式　例数（％）
　 三角形型 平行四辺形型 不明
右
側
第一大臼歯（16） 0   （0.0） 0（0.0） 0   （0.0）
第二大臼歯（17） 41（34.5） 1（0.8） 0   （0.0）
第三大臼歯（18） 1   （7.1） 0（0.0） 2（14.3）
左
側
第一大臼歯（26） 0   （0.0） 0（0.0） 0   （0.0）
第二大臼歯（27） 38（32.5） 1（0.85） 3   （2.6）

































中　切　歯 （11） 2（1.7） 0（0.0） 6（5.0） 2（1.7） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） ──
側　切　歯 （12） 0（0.0） 1（0.8） 6（4.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） ──
犬　　　歯 （13） 0（0.0） 0（0.0） 4（3.4） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） ──
第一小臼歯 （14） 0（0.0） 0（0.0） 1（0.8） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） ──
第二小臼歯 （15） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 1（0.8） 0（0.0） 0（0.0） ──
第一大臼歯 （16） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） ──
第二大臼歯 （17） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 1（0.8） 0（0.0） ──
第三大臼歯 （18） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0）
左
側
中　切　歯 （21） 1（0.8） 0（0.0） 2（1.7） 3（3.2） 0（0.0） 1（0.8） 0（0.0） ──
側　切　歯 （22） 0（0.0） 1（0.8） 4（3.4） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） ──
犬　　　歯 （23） 0（0.0） 0（0.0） 5（4.2） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 1（0.8） ──
第一小臼歯 （24） 0（0.0） 1（0.8） 3（2.5） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 1（0.8） ──
第二小臼歯 （25） 0（0.0） 0（0.0） 3（2.5） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） ──
第一大臼歯 （26） 0（0.0） 0（0.0） 1（0.8） 0（0.0） 1（0.8） 0（0.0） 0（0.0） ──
第二大臼歯 （27） 0（0.0） 0（0.0） 2（1.7） 0（0.0） 0（0.0） 1（0.8） 0（0.0） ──





中　切　歯 （11） 0（0.0） 2（1.7） 11（8.9） 0（0.0） 1（0.8） 0（0.0） 0（0.0） ──
側　切　歯 （12） 0（0.0） 6（5.0） 9（7.6） 0（0.0） 2（1.7） 0（0.0） 0（0.0） ──
犬　　　歯 （13） 0（0.0） 1（0.8） 7（5.9） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） ──
第一小臼歯 （14） 0（0.0） 1（0.8） 1（0.8） 0（0.0） 2（1.7） 0（0.0） 0（0.0） ──
第二小臼歯 （15） 0（0.0） 0（0.0） 2（1.7） 0（0.0） 5（4.2） 0（0.0） 0（0.0） ──
第一大臼歯 （16） 0（0.0） 1（0.8） 0（0.0） 1（0.8） 5（4.2） 0（0.0） 0（0.0） ──
第二大臼歯 （17） 0（0.0） 3（2.5） 1（0.8） 0（0.0） 4（3.4） 1（0.8） 0（0.0） ──
第三大臼歯 （18） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 1（0.8）
左
側
中　切　歯 （21） 0（0.0） 3（2.5） 8（6.7） 0（0.0） 1（0.8） 0（0.0） 0（0.0） ──
側　切　歯 （22） 0（0.0） 6（5.0） 4（3.4） 0（0.0） 1（0.8） 0（0.0） 0（0.0） ──
犬　　　歯 （23） 0（0.0） 0（0.0） 6（5.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） ──
第一小臼歯 （24） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） ──
第二小臼歯 （25） 0（0.0） 1（0.8） 2（1.7） 0（0.0） 5（4.2） 1（0.8） 0（0.0） ──
第一大臼歯 （26） 0（0.0） 1（0.8） 0（0.0） 1（0.8） 5（4.2） 0（0.0） 0（0.0） ──
第二大臼歯 （27） 0（0.0） 3（2.5） 0（0.0） 0（0.0） 6（5.0） 1（0.8） 0（0.0） ──
第三大臼歯 （28） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0）





第三大臼歯（18） 101（84.9） 5（4.2） 0（0.0） 6   （5.0） 8（6.7）
左
側





第三大臼歯（48） 90（75.6） 8（6.7） 0（0.0） 15（12.6） 6（5.0）
左
側

































































































新人・現代人段階　（2・1・2・3 ＝ 32）　半円形　大臼歯の小型化 8   （6.7） 5   （4.2）
中間型段階　　　 （2・1・2・2 〜 3 ＝ 29 〜 31 本） 第三大臼歯の退化 25（21.0） 16（13.4）
未来型現代人段階   （2・1・2・2 ＝ 28） 　第三大臼歯の退化 74（62.2） 79（66.4）
未来人段階（上顎側切歯などその他の歯の退化，乳歯の晩期残存など） 12（10.1） 19（16.1）






















































 9）Hrdricka, A.：Shovel-shaped teeth. Amer. Phys. Anthrop., 3, 
429−465, 1920.
10）Turner, C. G. Ⅱ：Major feature of Sundadonty and 
Sinodonty, including suggestions about east Asian 
microevolution, population history, and late Pleistocene 
relationships with Australian  aboriginals. Amer. Phys. 





13）Mühlreiter, E.：Die Nature der anomaler Höhlenbilding im 







17）Caraberlli, G.：Anatomie des Mundes. Braumuller und 
Sedel. Viena, 1842.
18）近藤信太郎・金澤英作・中山光子：歯科人類学におけ
る カ ラ ベ リ ー 結 節．Anthropological Science （Japanese 
Series）, 114, 63−73, 2006.





州医学雑誌 , 4, 329−332, 1955．
22）Darhlberg, A. A. : The dentition of the American Indian. 
The physical anthropology of the American Indian, 133−176, 











226−231, 医歯薬出版，東京 , 1986．

